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「住居に関する費用」を負担されている方 

「住居に関する費用(保護者等が別途支払っている額)」 

「家庭からの仕送り」保護者等の負担感 

「大学の授業料」を負担されている方 

「大学の授業料」保護者等の負担感  
１ヵ月の各支出額に対する気持ち／実際の行動 
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VII. 金沢大学の施設や制度について 

福利厚生施設等についての満足度（利用率） 

福利厚生施設等についての満足度（満足比） 

学習スペース等についての満足度（利用率） 
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VIII. 海外留学・渡航について 

入学する以前の渡航経験の有無 

入学する以前の渡航経験において、研修目的の有無 

入学してからの渡航経験の有無 

入学してからの渡航経験において、その目的 

在学中での渡航内容として検討してもよいもの  
留学等を検討する上で不安、不十分に感じていること  

 

 
IX. 調査結果の総括 

金沢大生の経済生活実態と意識について 

金沢大生の経済不安感とアルバイトについて 

金沢大生の進路、生活について 



調査概要 

■  調査の目的 
  ・金沢大学の学生を対象に生活に関する意識や生活実態を把握する調査を実施。 
   今後の学生生活への支援計画・体制等を検討するための基礎資料とする。 
■  回答対象者数 
  ・7901名 
■  調査方法 
  ・アカンサスポータル上での自記入式調査 
■  スケジュール 
  ・回答：2013/9/24～11/18 
  ・集計：2013/11/19～12/19 
  ・分析：2013/12/20～2014/01/30 
■  回答数 
  ・1746名 
■  調査主体 
  ・金沢大学学生部 
■  集計・分析協力 
  ・金沢電子出版株式会社 
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  I. 調査対象の属性 

3 





人間社会学域 理工学域 医薬保健学域 （%） 

所属学域・学類／解答割合 

■  所属学域 
 
 ・人間社会学域 ：780人（44.7％） 
 ・理工学域      ：633人（36.3％） 
 ・医薬保健学域 ：333人（19.1％） 
 ・合計        ：1746人 
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『各学類の回答率：回答学生数／学類所属学生数』 



本学に入学が決定した当時の気持ち  

■「入学先として満足していた」「入学先としてある程度満足していた」と答えた割合は，「全体」で 
 81.3％にのぼる。医薬保健学域が一番満足している者が多く，次いで人間社会学域で多い。 
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『「薬学類・創薬科学類」は学類配属前（1年から3年前期まで）の学生が回答』 



■「かなり満足している」「ある程度満足している」と答えた割合は「全体」で76.7%にのぼる。医薬   
 保健学域が満足している者が多い。 
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現在の本学への全般的な満足度 





支出関連 
～金沢大生は、学生生活における支出にどの程度負担を感じているのか～ 

II. 
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通常の１ヵ月の収入金額、内訳  

■「家庭からの仕送りや小遣い」の月額平均は「自宅生」で10.7千円、「自宅外生」で52.7千円、 
 「アルバイト収入」は「自宅生」で27.9千円、「自宅外生」で22.3千円と差があった 
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通常の１ヵ月の支出額、内訳  

■ 自宅生に対し自宅外生は、「食費」（自宅生：9.0千円／自宅外生：22.9千円）の支出額において 
 大きく上回っている 
 
■支出額の合計は「全体」で53.3千円に対し、最も高い「創薬科学類」では91.3千円であった 
 
■「全体」と「創薬科学類」で比較すると、「食費」（全体：19.7千円／創薬科学類：41.5千円）の 
 支出額に大きな開きがあった 
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現在の住居形態 

 
■ 自宅生   308人（17.6%） 
 
■ 自宅外生  993人（56.9%） 
 
■ 無回答   445人（25.5%） 
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現在の住居状況 

■「自宅外（一人暮らし）」と答えた割合は「全体」でが50.6%にのぼる。 
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「住居に関する費用」を負担されている方 

■「全体」で見ると「保護者等」が支払っている割合が高い 
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「住居に関する費用(保護者等が別途支払っている額)」 

■ 支払額の「合計」は「全体」で47.6千円，他学域に比べて「医薬保健学域」が50.8千円と高い。 
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「家庭からの仕送り」保護者等の負担感  

■「かなり負担に感じている」と「ある程度負担に感じている」の合計は「全体」で61.7%にのぼる 
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「大学の授業料」を負担されている方 

■「保護者(親、兄・姉、親戚等)」は「全体」で65.2%に対し、「物質科学類」で55.3％、「機械工学類」 
 は58.2％、「環境デザイン学類」は59.4％、「医学類」は58.6%の4学類では60%を下回っている。 
■「あなた自身」は「全体」で4.5%に対し、「医学類」で10.3%、「薬学類」で10.7%、「創薬科学類」 
 で10.0%と、これらの3学類では比較的割合が高い 
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「大学の授業料」保護者等の負担感  

■「かなり負担に感じている（と思う）」「ある程度負担に感じている（と思う）」の合計は「全体」 
 で76.3%にのぼる 
■「全く負担に感じていない(と思う)」と「あまり負担に感じていない(と思う)」は合計は「全体」7.4% 
 となり、「負担に感じている(と思う)」との差が大きい。 
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１ヵ月の各支出額に対する気持ち／実際の行動 

■問12 ⇒ 負担に感じている ・「全体」で見ると「交通費」が28.9%と高い、特に「人間社会学域」は   
 すべての学類が30%を超えている 
 
 
 
 
 
 
 
 
■問13 ⇒ 負担を減らそうとしている ・「全体」で見ると「食費」が35.3%、「交通費」が27.1%と 
 高い、特に「食費」については「人間社会学域」は40%に近い。 
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■問12 ⇒ 増やしたいと思っている 
 ・「全体」で見ると「教育関連」が10.7%と比較的高い 
 
 
 
 
 
 
 
 
■問13 ⇒ 増やそうと行動している 
 ・ 「全体」で見ると「教育関連」が7.1%と高く，他学域と比較して「人間社会学域」が9.5%と高い。 

１ヵ月の各支出額に対する気持ち／実際の行動 
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１ヵ月の各支出額に対する気持ち／実際の行動 

■問12 ⇒ どちらも当てはまらない 
 ・すべての項目で「負担に感じている／増やそうと思っている」よりも回答した率が高い  
  
 
 
 
 
 
 
 
■問13 ⇒ どちらも当てはまらない 
 ・すべての項目で「負担を減らそうとしている／増やそうと行動している」よりも回答した率が高い 
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生活関連 
～金沢大生は、学生生活において何を重視し、どれくらい充実しているのか～ 

III. 
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大切に考えているもの（複数回答） 

■「学業を中心とした勉学」が「全体」では59.4%となっており、「人間社会学域」が62.6%、 
 「医薬保健学域」が60.4%で60%を超えている。 
 
■「人間社会学域」では「学外の課外活動」が12.2%で他学域よりも高い、特に「学校教育学類」 
 「地域創造学類」「国際学類」は割合が高い 
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最も大切に考えているもの  

■「全体」で見ると「学業を中心とした勉学」が38.7%と高い、特に「医学類」では58.6%と突出して 
 高い 
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お金を蓄える目的や理由  

■「医薬保健学域」では「その他在学中の支出に備えて」が61.5%を他学域より高い 
 
■「人間社会学域」では「留学」が12.0%と高く、特に「国際学類」が42.1%と突出して高い 
 
■「機械工学類」「電子情報学類」「創薬科学類」では、「大学の授業以外の受講費」が10%を超えて 
 いる 
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■問17 ⇒ とても充実している 
 ・「全体」で見ると「学内の課外活動」が13.6%と高く，他学域と比較して「人間社会学域」が 
  16.3%と高い。 
 
 
 
 
 
 
 
■問17 ⇒ まあ充実している 
 ・「全体」で見ると「学業を中心とした勉学」「趣味・娯楽」「友人との交流」が25%を超えている。 
 ・「国際学類」では「学業を中心とした勉学」が41.9%と突出して高い 
 

各項目についての充実度 
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各項目についての充実度 

■問17 ⇒ 普通 
 ・「学業を中心とした勉学」では「経済学類」が30.4%、「自然システム学類」が26.9%と割合が高い 
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各項目についての充実度 

■問17 ⇒ あまり充実していない 
 ・「全体」で見ると「お金を蓄えること」が19.3%と高い、特に「地域創造学類」が29.9%と他学類 
  よりも突出して高い 
 
 
 
 
 
 
 
■問17 ⇒ 全く充実していない 
 ・「全体」で見ると「学外の課外活動」が30.8%と他の項目よりも突出して高い 
 ・「アルバイト」がほとんどの学類で高い傾向がある 
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今後の経済環境を踏まえた各項目の支障度合  

■問19 ⇒ 全く支障はなさそう 
 ・「全体」で見ると「学外の課外活動」が13.9%と高く，他学域と比較して「人間社会学域」が16.7% 
  と高い。特に「地域創造学類」は23.1%と高い。 
 
 
 
 
 
 
 
■問19 ⇒ あまり支障はなさそう 
 ・「全体」で見ると「学業を中心とした勉学」が19.2%と高い 
 ・「医学類」では「学業を中心とした勉学」が34.5%と他学類より突出して高い 
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今後の経済環境を踏まえた各項目の支障度合  

■問19 ⇒ 変わらない 
 ・すべての項目について「充実している／充実していない」よりも「変わらない」と回答した率が 
  高い 
 ・すべての項目について「自宅生」の方が「自宅外生」よりも回答率が高い 
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■問19 ⇒ やや支障がありそう 
 ・「全体」で見ると「趣味・娯楽」「お金を蓄えること」が15%以上と他の項目より高い。 
 
 
 
 
 
 

 
■問19 ⇒ かなり支障がありそう 
 ・「全体」で見ると「お金を蓄えること」が6.1%と高く，他学域と比 較して 「理工学域」が7.4%と  
  高い。特に「自然システム学類」が11.5%と高い。 

今後の経済環境を踏まえた各項目の支障度合  
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アルバイト関連 
～金沢大生のアルバイトの実態と学生生活への影響度はどの程度か～ 

IV. 
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１ヵ月のアルバイト活動の頻度  

■「全体」で見ると「継続的にアルバイトをしている」と「一時的，短期的にアルバイトをしている」 
 の合計が39.2%にのぼる。 
■「継続的にアルバイトをしている」は「全体」で30.8%と高く，他学域と比較して「人間社会学域」 
 が33.7%と高い。 
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１週間の平均アルバイト日数（継続的） 

■「全体」で見ると「週に２日」が30.1%，「週に３日」が34.2%と他の項目に比べ割合が高い。 
 
■「全体」で見ると「週に5日」以上は5.6%が該当する 
 
■「平均日数」は週に2.6日であった 
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１日の平均 アルバイト時間（継続的）  

■「全体」で見ると「１日４時間」が24.0%，「1日５時間」が23.4%と他の項目に比べ割合が高い。 
 
■「全体」で見ると「1日9時間」以上は4.7％が該当する 
 
■「平均時間」は1日に5.0時間であった 
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１ヵ月の平均 アルバイト日数（一時的、短期的） 

■「全体」で見ると「月に１日」が23.3%，「月に２日」が19.2%と他の項目に比べ割合が高い。 
 
■「全体」で見ると「月に8日」以上は4.8％が該当する 
 
■「平均日数」は月に4.3日であった 
 （継続的なアルバイトは週に2.6日＝月に10.4日程度であり、日数は少ない傾向が見られる） 
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１日の平均アルバイト時間（一時的、短期的）  

■「全体」で見ると「１日４時間」が4.1%と他の項目に比べ割合が高い。 
 
■「全体」で見ると「１日9時間」以上は2.1%が該当する 
 （継続的なアルバイトは4.7%(問23参照)であり，長時間労働は少ない傾向が見られる） 
 
■「平均時間」は1日に4.8時間であった 
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アルバイト活動により支障が生じているもの（複数回答） 

■「学業」は「全体」で36.3%と高く，他学域と比較して「理工学域」が38.6%と高い。特に「薬学類・ 
 創薬科学類」が60.0%と突出して高く，次いで「環境デザイン学類」が50.0%と高い。 
 
■「サークル活動」については「理工学域」が26.7%、「趣味・娯楽」については「人間社会学域」が 
 30.5%と割合が高い 
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アルバイト情報  

■ 「全体」で見ると「友人の紹介等」が14.2%と他の項目に比べ割合が高い。 
 
■ 「情報誌等」については「地域創造学類」が17.1%，「国際学類」が18.9%と割合が高い。 
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卒業後の進路について 
～金沢大生が卒業後に希望する進路と、就職サポートの必要性について～ 

V. 
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卒業後に考えられる進路 

■ 「公務員」を希望する割合が高いのは「人間社会学域」のほとんどの学類と「環境デザイン学類」が 
 高く，「法学類」「経済学類」「地域創造学類」では40%を超えている。 
■ 「非営利団体への就職」を希望する割合が高いのは「地域創造学類」と「国際学類」であった 
■ 「理工学域」ではほとんどの学類で「本学の大学院」を希望する割合が高い 
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就職を希望する企業の規模（民間企業就職） 

■ 「大企業」を希望する割合が高いのは「理工学域」であった 
 
■ 「中堅企業」を希望する割合は「環境デザイン学類」が45.6%，「創薬科学類」が57.1%で他学類よ
り突出して高い。 
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希望するエリア（民間企業就職） 

■「全体」で見ると「石川県」を希望する割合は47.4%と高い 
■「石川県」を希望する割合は「人間社会学域」が高くほとんどの学類で50%を超えており、特に 
 「地域創造学類」では65.0%で他学類より突出して高い 
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希望するエリア（公務員） 

■「全体」で見ると「石川県」を希望する割合は53.1%と高く、特に「電子情報学類」「創薬科学類」 
 で70%を超えている 
■「首都圏」「京阪神」は「理工学域」が他学域よりも割合が高い 
■「保健学類」は「中京圏」を希望する割合が高い 
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希望するエリア（教員） 
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■ 「全体」で見ると「石川県」を希望する割合は54.2%と高く，特に「地域創造学類」では81.8％と 
 高い。 
■ 「国際学類」は「石川県」は希望する割合が低く，「その他」を希望する割合が高い。 



希望するエリア（医療保健分野） 

■ 「全体」で見ると「石川県」を希望する割合は47.4%と高く，特に「医学類」では60%を超えている。 
■ 「薬学類・創薬科学類」は「その他」を除く各エリアで他学類よりも割合が高い 
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本学の就職支援や情報提供の期待度（民間企業就職） 

■ 「期待している」と「やや期待している」の合計は「全体」で68.8% 
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本学の就職支援や情報提供の期待度（公務員） 

■「期待している」と「やや期待している」の合計は「全体」で51.8% 
■「学校教育学類」「保健学類」は「期待している」の割合が低い傾向にある 
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本学の就職支援や情報提供の期待度（教員） 

■ 「期待している」と「やや期待している」の合計は「全体」で32.2% 
■ 「学校教育学類」は「期待している」の割合が低い傾向にある 
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医薬保健分野への就職支援や情報提供の期待度(教員) 

■ 「期待している」と「やや期待している」の合計は「全体」で18.2% 
■ 「創薬科学類」は「期待している」の割合が高く，「医学類」は低い 
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本学からの支援や提供に関して必要だと思うもの 

■ 「インターンシップ」「資格取得」は進路、所属学類を問わず希望する割合が高い 
■ 「就職支援室の職員による指導」は「人間社会学域」において希望する割合が高い 
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「就業基礎力１２の力」測定ツールの利用の有無 

■ 「全体」で見ると「測定ツール自体を知らなかった」が33.0%であった 
■ 「地域創造学類」は「利用したことがある」が29.9%と，最も利用率が高い 
■ 「理工学域」「医薬保健学域」において利用率が低い 
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課外活動について 
～金沢大生の課外活動の実態と参加時期およびその目的～ 

VI. 

59 





サークル活動（公認）への参加の状況 

■「全体」で見ると「加入している」が33.1%であった 
■「人間社会学域」は「加入している」が37.3%で割合が他学域より高く、特に「学校教育学類」 
 「地域創造学類」は40%を超えている 
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サークル活動（非公認）への参加の状況 

■「全体」で見ると「加入している」が11.5%であった 
■「地域創造学類」は「加入している」が22.2%と割合が他学類より比較的高い 
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ボランティア・NPO活動への参加の状況 

■「全体」で見ると「加入している」が6.4%であった 
■「地域創造学類」「国際学類」は「加入している」が20%を超えている 
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サークル活動（公認）への参加の時期 

■ほとんどの学生が参加した時期は各年度の「前期」であった 
■各学域による違いは見られない 
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サークル活動（非公認）への参加の時期 

■ほとんどの学生が参加した時期は各年度の「前期」であった 
■各学域による違いは見られない 
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ボランティア・NPO活動への参加の時期 

■「2010年度」までは増加，「2011年度」から「2013年度」まで減少の傾向が見られる 
■ 「全学域」で参加が減少傾向であった 
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サークル活動（公認）参加を辞めた時期 

■辞めた時期は分散している 
■各学域による違いは見られない 
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サークル活動（非公認）参加を辞めた時期 

■辞めた時期は分散している 
■各学域による違いは見られない 
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ボランティア・NPO活動参加を止めた時期 

■辞めた時期は2013年度を 
 除き後期に多い傾向が 
 見られる 
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サークル活動（公認）への参加の目的 

70 

■「全体」で見ると「趣味として」が73.2%と高く， 
 次いで「友人を得るため」が54.0%と答えた割合 
 が高い。 
 
■「自分の将来のため」は「全体」で48.1%に対し， 
 他学域と比較して「人間社会学域」が53.7%と高 
 い。特に「地域創造学類」が71.2%と突出して高い。 



サークル活動（非公認）への参加の目的 

71 

■「全体」で見ると「趣味として」が70.1%、 
 「友人を得るため」が50.3%と答えた割合が高い 
 
■「自分の成長のため」が公認サークルでは 
 48.1%だったが、非公認サークルでは23.6%と低い 



ボランティア・NPO活動への参加の目的 

72 

■「全体」で見ると「自分の成長のため」が71.0%、 
 「将来に役立つため」が43.2%と答えた割合が高い 
 
■「人間社会学域」では「自分の成長のため」が 
 77.0%と高く、特に「経済学類」が81.8%， 
 「国際学類」が87.5%と割合が高い 



金沢大学の施設や制度について 
～金沢大生の施設や制度に対する認知度および満足度～ 

VII. 

73 





福利厚生施設等についての満足度（利用率） 

■「大学会館（食堂）」「北福利施設（食堂）」「大学会館」の利用率が高い 
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福利厚生施設等についての満足度（満足度比） 

■「満足している」の割合は「大学会館（食堂）」「中福利施設（食堂）」「南福利施設（食堂）」 
 「大学会館」が高く70%を超えている。続いて陸上競技場、サッカー場、ラグビー場、プールの順で 
 高い。 
■「満足していない」は「課外活動施設（サークル棟）が高かった 

76 



学習スペース等についての満足度（利用率） 

■「ブックラウンジ・オープンスタジオ等 
 （中央図書館）」の利用率が高い 
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学習スペース等についての満足度（満足度比） 

■「全体」で見るとどの学習スペースも「満足している」の割合は高かった 
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施設・制度についての認知度 

■施設については「なんでも相談室 
 （よるまっし）」「保健管理セン 
 ター」、制度については「転学域・ 
 転学類・転コース」「アドバイス 
 教員（クラス担任）制度」の認知 
 度が高かった 
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利用・参加経験のある施設・制度 

80 

■施設については「保健管理センター」、 
 制度については「アドバイス教員 
 （クラス担任）制度」の利用率が 
 高かった 



「今後，利用／参加してみたい」施設・制度 

81 

■「副専攻制度」「学生支援プロ 
 グラム（GP）」の利用を望むも 
 のが多い 
 
■「副専攻制度」「学生支援プロ 
 グラム（GP)」ともに「人間社会 
 学域」「理工学域」で利用を望む 
 ものが多い。 



「今後，利用／参加する予定のない」施設・制度 

■「転学域・転学類・転コース」が40.2%、「休学制度」が32.1%と割合が高かった 
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海外留学・渡航について 
～金沢大生の留学意識はどの程度なのか、どのようなサポートを必要としているのか～ 

VIII. 

83 





入学する以前の渡航経験の有無 

■ 「全体」では「ある」が22.3%で、およそ5人に1人が渡航経験がある 
■ 「ある」の割合は「医薬保健学域」が他学域に比べ高い。特に「医学類」で34.5%と高い。 
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入学する以前の渡航経験において、研修目的の有無 

■ 「全体」では「ある」が18.0%で、渡航経験のあるうちのおよそ5人に1人が研修目的であった 
■ 「ある」の割合は「学校教育学類」で 
 46.7%と他学類に比べ突出して高い。 
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入学してからの渡航経験の有無 

■ 「全体」では「ある」が10.7%で、およそ10人に1人が渡航経験がある 
■ 「ある」の割合は「国際学類」で33.8%と他学類に比べ突出して高い。 
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入学してからの渡航経験において、その目的 

88 

■「全体」では「観光・レジャー等が目的の海外旅行」が47.3%で、過半数近くを占めている 
 
■「全体」で見ると「本学の短期語学研修」 
 は28.0%に対し，「人間社会学域」は 
 35.5%と高く，特に「国際学類」は60.0% 
 と高い。 



在学中での渡航内容として検討してもよいもの  

89 

■「全体」では「観光・レジャー等が目的の 
 海外旅行」が35.3%で最も高く、次いで 
 「本学の短期語学研修」が16.6%であった 
 
■「本学の短期語学研修」は 
 「人間社会学域」で望む者が多い 



留学等を検討する上で不安、不十分に感じていること  
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■「全体」では「費用」が85.7%で最も高く、 
 次いで「語学力」が79.3%であった 
 
■「理工学域」「医学類」では 
 「時期や期間」の割合が高かった 
 
■「国際学類」留学を視野に入れている 
 学生が多いことも有り、ほとんどの不安 
 要因が他学類より多く回答されている 



IX.    調査結果の総括 
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金沢大生の経済生活実態と意識について 

収入 支出 

実
態 

意
識 

 
自宅外生 自宅生 
52700円 10700円 
22300円 27900円 
23200円 14300円 
2700円 1300円 
300円 4500円 
101200円 58700円 

・通常の一カ月の収入 

 
仕送り・小遣い  ： 
アルバイト収入  ： 
日本学生支援機構    ： 
その他奨学金   ： 
その他収入    ： 
合計       ： 

 
⇒アルバイト収入の占める割合が高い 

 
自宅外生 自宅生 
56700円 47800円 
39800円 -----     円 

 
4200円            900円 

 
 

・通常の一カ月の支出 

 
生活費     ： 
家賃      ： 

 
収入との差     : 

 
 
⇒家賃で親の補助を受けている学生が多い 

・授業料を親の負担と感じる程度 
⇒かなり負担、ある程度負担と感じる 
   学生が80％近く存在する 

 
・負担に感じる支出 
⇒交通費、教育関連費用を負担に感じ、 
   支出を減らそうとしている学生が少なくない 

 

・仕送りを負担と感じる程度 
⇒かなり負担、ある程度負担と感じる 
   自宅外生が多い 

 
・仕送りがない学生の存在 
⇒自宅外生の10％は仕送りを得ていない 
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金沢大生の経済不安感とアルバイトについて 

アルバイトの時間 アルバイトの影響 

・アルバイトを行っている割合 
⇒継続的、一時的を合わせる40%程度。 

 
・平均的な勤務日数 
⇒継続的では月に10日、一時的では月に1~2日 

 
・平均的な勤務時間 
⇒継続的、一時的ともに、1日4～6時間が多い 

・勉学への支障 
⇒学業が35％弱、学業以外の勉学が20％強。 

 
・勉学以外への支障 
⇒趣味、サークル活動ともに25％前後 

 
・顕著な学類 
⇒自然システム学類、薬学類、創薬科学類は 
 学業が50%を超える。 

経済不安 

・大切に考えているもの 
⇒学業や勉学が60％近くである一方、 
 アルバイト、お金を蓄えるが20％を超える 

 
・経済状況が与える支障 
⇒「交通費」「趣味・娯楽」の負担を減らそう 
 としている学生が多い。 
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金沢大生の進路、生活について 

課外活動 

福利施設 

・公認、非公認サークル 
⇒学域を問わず半数以上の学生が参加 

 
・ボランティア、NPO 
⇒学校教育学類、地域創造学類、国際学類 
 からの参加が多い 

 
・参加目的 
⇒サークルとボランティアでは傾向が異なる 

・利用率について 
⇒大学会館(食堂)、中央図書館が50％強と高い 

 
・満足度 
⇒大学会館(食堂)、中福利施設(食堂)、南福利施設 
 (食堂)が70%以上と高い一方、課外活動施設は 
 60.8%が不満であった。   

進路 

・希望する進路 
⇒人間社会学域では公務員、医薬保健学域では 
 専門職、理工学域では進学など学域によって 
 傾向が違う 

 
・必要だと思う支援 
⇒学域を問わず、資格取得支援及び 
 インターンシップが60％前後とニーズが高い 

施設・制度 

・知名度、利用率 
⇒保健管理センター、アドバイス教員が高い 

 
・興味、関心 
⇒副専攻制度、学生支援プログラムが高い 

 
・今後の利用意欲 
⇒副専攻制度、転学域・転学類・転コースが 
 高い。 
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